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面 談 者 リ ス ト 

 
・ブラジル国際協力庁（ABC） Larissa Avila Tavernard 
 
・ブラジル日本大使館表敬  山本啓司公使、松本英昭二等書記官 
 
・北伯群馬県人会  岡島博会長、清水茂治副会長、宇田川氏 
 
・関係機関（SECTAM、MPEG、EMBRAPA） 
（相手側協議参加者） 
パラ州科学技術環境局（SECTAM） 
Paulo Altieri dos Santos 
Vitor Alexandre Matos 
Oneide de Castro 
Andrea Bezerra de Castro 
 
東部アマゾン農林業研究センター(EMBRAPA Amazonia Oriental)  
Noemi Vianna Martins Leão 
Jose Edmar Urano de Carvalho 
Jorge Gazel Yared 
Silvio Brienza 
 
エミリオ･ゲルジ博物館(MPEG) 
Samuel Almeida 
Hilma Cristina Maia Guedes 
Maria Filomena Secco 
Maia Luiza Videira Marciliano 
Ana Claudia Silva 
 

付属資料４ 
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面 談 議 事 録 （ 要 約 ） 
（敬称略） 
１１月１４日（金） 
 
JICAブラジル事務所打合せ 

調査団宍戸   

・事前に提示したR/D・プロドク案について、ブラジル政府機関との進展はあったか。 

ブラジル事務所長松谷   

・ABCに提出したが、コメントが未だない。従ってR/D案を添付したM/Mの署名についても完了していな

い。また、正式な手続きには英語で行われるが、ポルトガル語の翻訳資料は必要である。 

・ベレン支所が事前に資料を配布し、調整しているが、ブラジルは基本的にトップダウンなので、組織

の下部で事前に詳細まで検討しても署名時点で内容が変更される可能性がある。その最終協議の場で最

も注目されるのは、協力期間、金額、場所の提供は必要か等であることから、米政府等も今後ブラジル

連邦政府との協議は行わず、直接州政府、自治体と協議を進めていく方針である。JICA ブラジル事務所

もその方向で考え始めている。 

宍戸 

・今回調査では、今後の R/D 締結へのスケジュール等を含めた M/M の署名（仮署名）を行うこととした

い。R/Dオリジナルには群馬県の署名欄を入れることを考えているので、ブラジルでの署名が終了した後、

日本へ送付して頂きたい。 

松谷 

・了解した。ブラジルでの署名の順序は関係機関→JICA→ABCの順になると思われる。 

松谷 

・本プロジェクトでは施設の整備が検討されているが、パラ州が管理責任を負うことが適切な、公共性

のある施設であるかが重要であると考える。また、協力期間終了後の維持管理等の問題があることから

簡易な施設とすることが望ましい。 

・NGOの設立やトメアスで実施される「アマゾン自然学校」プロジェクトとの連携等検討してはどうか。 

調査団土屋 

・群馬県は施設の維持管理も含め、長期的な協力を考えている。施設については、パラ州と詳細に検討

する。 

宍戸 

・本件が活動を効果的に進められるよう、協力開始前からコンサルタント、助手等を配置して施設の整

備を進めていただきたい。 

調査団田中 

・本件の延長として3年後の活動開始を目指したNPO（群馬の森の管理運営を目的としたものを想定して

いる）を立ち上げる構想がある。また、農林業大学・環境教育団体・植林関係団体などの日本国内での

ネットワークづくりも視野に入れている。群馬県はこれらについて全面的に協力していく意向である。 

高木議長 

・本件のような地方自治体が連携した協力は稀なものと考えているが、群馬県としては、今後、人事交

流や経済交流にまで発展できればと考えている。また、今回の県とのコラボレーションはパラ州民や群

馬県民に活動の成果を示すことにより、JICAへの理解につながれば良いと考える。 

松谷 

・同感である。この新しい試みが、国民から発議されたJICA事業として位置付けられることを期待して

いる。 

付属資料５ 
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ABC表敬（面談者：Larissa Avila Tavernard） 
議長 

・来年１月から群馬県から２名の職員が派遣されるので、サポートをお願いする。日本の一自治体であ

る群馬県とＪＩＣＡと連携し、パラ州との話し合いをしながら事業を進めて成功させたいと考えている。 

・プロジェクト終了後は、日伯友好の森として、群馬県はもとより、パラ州民、そしてブラジル国民に

広く活用して欲しいと考えている。そして、環境分野のみならず日伯友好のシンボル、原点として位置

づけたいと考えている。 

ABC 

・本件の円滑な実施に向けて喜んで協力する。手続きは、出来る限り早く進めたい。19日には担当者を

ベレンに派遣する。 

宍戸 

・R/D案に対するコメントはあるか。 

ABC 

・R/Dミニッツについてはフォーマットどおりか現在確認中であり、出来るだけ早く結論を出したいと考

える。 

宍戸 

・今回の実施協議調査において、R/D最終案を添付したM/Mの署名を各関係機関と交わすことを考えてい

る。活動詳細内容について変更はあり得るが、フォーマット等の変更は考えていない。来年 1 月にプロ

ジェクトを開始する予定であり、JICAとしては12月の早い時期の署名を考えている。 

ABC 

・ABCのR/D署名については、ポルトガル語版をSECTAMから受け取ってから検討・実施することとなる。 

宍戸 

・11月20日の署名に基づいてSECTAMがポルトガル語に訳しABCに送るということか。 

ABC 

・１月には（署名する）体制が整うのではないか。 

宍戸 

・R/D署名は、プロジェクト開始手続きのため早急に行う必要がある。出来ればクリスマス前にお願いし

たい。 

ABC 

・できる限り早く対応したい。 

宍戸 

・この調査において、署名が迅速に進むよう、書類等の作成について可能な限り進めるつもりでいるの

で、今後のご協力をお願いする。 
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ブラジル日本大使館表敬（面談者：山本啓司公使、松本英昭二等書記官） 
山本公使 

・このプロジェクトについては群馬県人会長の岡島氏から情報をいただいている。JICA としても、地方

自治体との協力ということで、初の試みであるが、アマゾン森林保全に対する一般的な興味は誰もが持

っているが、具体的な活動として形にした重要なプロジェクトと考える。 

松本書記官 

・R/D署名とまでは行かないようだが、結果はベレン総領事に報告していただくと聞いている。また、2008

年には群馬県移住 100 周年ということで、群馬県の方でセレモニー的なものを考えているらしく、本プ

ロジェクトも何らかの形でこれに協力するとのこと。 

山本 

・サンパウロ新聞等にも情報を提供し、広報につなげてはどうか。 

土屋 

・検討する。また、本件には群馬県費で群馬県の青年をアシスタントとして投入することも考えている。 

宍戸 

・トメアス等で行っている他の類似案件との効率的な連携も視野に入れている。 

山本 

・日本の協力は東南アジアに特に重点が置かれており、次第にアマゾンに対する関心が薄れてきている

ように思える。ぜひ今の若者に対してアマゾン森林保全について発信して欲しい。また、日系も３、４

世となるとブラジル人的になり、考え方も日本人とは異なる。専門家はその点を良く配慮して上手く運

営して欲しい。 
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１１月１５日（土） 
 
ベレン支所打合せ（芳賀支所長、大西職員） 

下記実施方法について検討を行った。 

・ 機材調達  

・インベントリー調査の実施（MPEG費用負担では不可能であるため） 

また、「覚書」第8条（県人会による管理人の設置義務）に関しては以下のとおり。 

調査団田中 

・「群馬の森」の管理人は県人会が置くべきなのか。 

芳賀ベレン支所長 

・関係者が「群馬の森」を使用する際には常に群馬県人会の許可を得る必要があるので、専門的な知識

を持っていなくても、常駐の管理人は必要である。そもそも普段使用されていない群馬の森を開放して

活用するためのプロジェクトである。 

宍戸 

・関係者を見極める等、実施可能な体制の検討に際し協力をお願いする。 

田中 

・財政的には県も援助するよう考えるが、覚書への表現として県人会に責任をかける部分は変更しても

らえないか。 

芳賀・宍戸 

・県人会は本件の主要な実施者であるため、不可能であると考える。 

芳賀 

・例えば環境教育の際、群馬の森の説明をする等、県人会には最低限の協力はしていただきたい。 

田中 

・それは専門家が行うべきでは。 

宍戸 

・全て専門家が背負うことは出来ない。関係者の連携については、以前、図を用いて説明したとおりで

ある。 

 

（→覚書については、11 月 16 日、群馬県人会との打合せにおいて、県人会代表岡島氏から現状の表

現にて署名の承諾を得た。下記議事録参照。） 
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１１月１６日（日） 
 
群馬県人会との協議（面談者：岡島博会長、清水茂治副会長、宇田川氏他） 

県人会宇田川 

・アグロフォレストリー分野について、県人会としてはどのように関わればよいのか。圃場は EMBRAPA

主導で作るとして、管理上はどうするのか。EMBRAPAは１ヶ月に１回程度、現場に来て、作業日誌や関連

の数量データを確認するのみで実際の作業は行っていない。 

芳賀 

管理上の労賃はプロジェクトから出せる。管理人設置は県人会で対応いただくことが必要だが、圃場整

備について全て責任を負うということではない。 

岡島 

県人会が設置する群馬の森の管理人は群馬の森を開かれた施設とするための一般的な対応を行うという

解釈でよいか。 

JICA 

良い。 

 

土屋 

協力が終了する３年後はパラ州政府に積極的に活動を行って欲しいと考えている。群馬県も NPO 法人森

の会と連携した支援を考えてはいるが、こども緑の大使や植樹団の派遣など短期的な活用となる。日常

的にはパラ州、MPEG など地元の活用が中心となると考えるので、この点を話し合っていきたい。県人会

の後継者問題もあるが、発展的に考えたい。 

宍戸 

３年後以降の問題は、パラ州も含めて話し合いたい。 

芳賀 

この森を最大限活用することを前提にすべてを考えて欲しい。パラ州等に説明して希望するプランのリ

ストが提出されている。 

岡島 

管理者を通じてプロジェクトを浸透させていく必要性は認めるが、あくまでも可能な範囲での対応とな

る。 

土屋 

パラ州と群馬県が連携して協力を継続したい。 

芳賀 

当然、パラ州、MPEG にも継続して活用するようには要請する。県人会と相談しながら可能なことを取り

込んで、一般の利用者を誘致することが必要である。 

岡島 

ブラジル人の文化、教育の程度問題もあるが、自然環境に関する意識はまだまだ低いのが現実である。 

芳賀 

一方で、パラ州の義務教育課程には環境が入っているので、パラ州としては関心を示している。持続的

な資金確保にアグロフォレストリーでの活用や森の種子販売などを検討してはどうか。 

土屋 

地元を対象にしたプログラムは、パラ州政府から支援が得られるような考え方も重要と考える。また、

本件による取り組みを世界に発信するには優秀なマネージャーやコーディネターが不可欠。 

芳賀 
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各カウンターパート機関の参加概要は、SECTAMが政策立案や行政、教育関係者を対象としたプログラム、

EMBRAPAが有用樹種種子・育苗、アグロフォレストリーなど技術普及、MPEGがコミュティーの環境教育、

インベントリー調査である。関連施設の要望もあるが維持管理の問題は発生する。 

宍戸 

今回の調査では３年後の展望について聞き取りたい。追って議論した内容を関係者で共有できるように

したい。 

 

土屋 

施設の覚書にある第８条（県人会による管理人の設置義務）は承諾が難しいとの見解があるが。 

岡島 

管理人設置費の支援については、JICA から群馬県にお願いして欲しいと言われてきたが、高木議長、田

中課長から支援について信頼して欲しいと言われ、NPO法人森の会の民間人の方からも支援の約束と応援

のメッセージをいただいたので、信頼して署名し、この事業に協力したい。 

土屋 

資金的な支援について高木議長にも理解していただいている。群馬県としてパラ州との関係を強化して

いきたい。NPO法人森の会を通じて日本中に支援のネットワークが広がることが理想である。当面は群馬

県が支えるべく、帰国したら予算化に向けて対応したい。最終的には群馬県とパラ州が共に支え合うこ

とが重要である。 

宍戸 

まさにそのとおりである。プロジェクト形成調査団時からの懸案であるが、そのような方向が望ましい。 

岡島 

パラ州がどれだけ重要性を感じているかが問題である。日本では理解できないかもしれないが、パラ州

政府の経済的な負担については引き出せるか自信がない。 

芳賀 

繰り返し働きかけないと動かないだろう。残念ながら現実は、人も、予算も極めて脆弱である。 

 

宍戸 

JICA としても3年後も活動が続くことは重要と考えている。そのうえで確認したいことは、県人会が今

後の群馬の森にどのような展望を持っているか、ということ。ブラジル関係機関と好きなように群馬の

森を変えては失礼と考える。また、今後例えば、トヨタのような大会社が出資するようになれば色々な

人の出入りが生じることになる。県人会に相談しながら関心を示す団体には声をかけていきたいが了承

頂けるか。 

宇田川 

了承する。 

岡島 

３年後の活動継続はカウンターパートによるところが大きいだろうが、県人会相手では難しいだろう。

今回も相手がJICAだから協力しているのが現実。３年後にブラジルの関係機関が費用を捻出してくれる

とは思えなし、県人会だけでは費用負担は不可能である。 

宍戸 

今後の関係機関との協議結果等も踏まえ、再協議したい。 
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１１月１７日 
 
パラ州科学技術環境局（SECTAM）局長表敬 
 

局長 

・パラ州では環境を重視した政策を展開しており、自然保護を掲げた本プロジェクトを歓迎する。群馬

の森は、ベレン市から近いので重要視しており、州政府としても支援したい。日系人社会のシンボルで

もあるので、日本、群馬県を強く感じることができる。ただし、友好のシンボルは建物ではなく、自然

を守ること、森を守ることである。私の仕事の一部とも言える森を守る仕事を選んで頂いたことにお礼

申し上げる。 

・群馬の森が、永く日伯友好のシンボルになるようパラ州知事、政府も協力したい。 

議長 

自然環境に力を入れている姿勢に感銘を受けた。また群馬の森を重要視し、日伯友好のシンボルと認識

して頂いていることに感謝申し上げる。200万県民も関心が高く、環境県群馬のシンボルになるようパラ

州政府の協力をお願いしたい。 

局長 

専門の技術者もいるので、この森を活性化する協力をさせたい。作業グループを設置して検討していけ

ればと考えている。そして、一般の子どもや学生も含めたプログラムを作れればと思う。近々、一緒に

視察に行きたいと考えている。 

JICA 

・３年間の協力を通じて、永くブラジル関係機関に使い続けて頂けるような体制づくりを行いたい。所

有者の県人会もこの点を期待している。局長の関心が高いこと、様々な提案は大変貴重である。 

・今回の調査では、関係者と協力内容を検討し、結果を M/M に取りまとめ、署名まで行うこととしてい

る。また、来年１月から３年間のプロジェクトを開始したい。 

・局長の提案である関係者の現地視察は、都合の良い時に実施したい。JICA に対して群馬の森以外にも

希望があれば発言して欲しい。 

局長 

・群馬の森、群馬県をパートナーであると考えているので協力は惜しまないが、モンチアレグレ自然公

園のパートナーも捜して欲しい。アマゾンが見下ろせる火山、温泉もある。 

・住民参加型の生態系のゾーニングをしながら、持続的な開発をするための基礎資料にしている。人も

時間もかかるのでJICAと話し合いをしたい。 

・アマゾンというと森が議論の中心になるが、実は人類にとっても重要な「水」も大切である。森があ

るのも水があるからだと考えている。 
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１１月１７日、１８日 

 
関係機関（SECTAM、MPEG、EMBRAPA）４者協議 
 
（相手側協議参加者） 

パラ州科学技術環境局（SECTAM） 

Paulo Altieri dos Santos 

Vitor Alexandre Matos 

Oneide de Castro 

Andrea Bezerra de Castro 

 

エミリオ･ゲルジ博物館(MPEG) 

Samuel Almeida 

Hilma Cristina Maia Guedes 

Maria Filomena Secco 

Maia Luiza Videira Marciliano 

Ana Claudia Silva 
 

PO 及び PDM の検討を議題の中心とし、協議を行った。これら協議内容を反映して、PO、PDM 及びプロジ

ェクトドキュメントの変更を行っている。 

（主な変更点・確認事項） 

MPEG  

・既存の教育活動（青少年研究者活動等）を「群馬の森」をフィールドに行いたい。 

・展示物のコレクションを行いたい。 

・既に行われた植物相インベントリー調査の継続となるモニタリング調査を実施したい。 

・「群馬の森」で活動するインタープリターの養成をしたい。 

  →これらについて検討した結果、PO、PDMに反映し、予算の許す限り実施する旨を伝えた。 

EMBRAPA 

「群馬の森」の活動は、EMBRAPAが計画している持続可能な農業計画の一部と位置付けており、特に種子

の採取、精選、保存の技術開発・普及の場と考えている。「群馬の森」に 100ha（面積は未定）程度の種

子採取区域を設定したい。 

宍戸 

プロジェクトが終了する3年後、それを普及する講師がいなくなるが。 

EMBRAPA 

環境エージェントのようなインストラクターを養成すればよい。 

田中 

群馬の森で永久的に展示圃場等の管理を行うのは困難なので、地域のモデル農家を対象として普及し、

これに任せていくのはどうか。 

EMBRAPA 

それは困難である。そもそも、群馬の森周辺の農家はインフラ等粗末であることが特に多い。40～50 キ

ロ離れたところなら話は別だが。群馬の森を基地として、銀行、AIMEXとの連携は可能ではないか。 

  →これについて、PO、PDMの表現に主な変更点はなし。 

 

東部アマゾン農林業研究センター

(EMBRAPA Amazonia Oriental)  

Noemi Vianna Martins Leão 
Jose Edmar Urano de Carvalho 

Jorge Gazel Yared 

Silvio Brienza 
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１１月１８日 
 
３関係機関「群馬の森」視察 群馬県人会との協議 

MPEG 

群馬の森視察は非常に参考になり、環境教育における教材の作成など活動内容が具体的に想像できた。

また、ここにある展示コレクションや動植物の剥製も役立つと考える。 

EMBRAPA 

群馬の森には、有用な遺伝資源の宝庫であるので、種子採取の場としても考えたい。 

SECTAM局長 

群馬の森は、保全されてきた地域であることから、森林保全環境教育のモデルケースとするには適して

いると考える。また、AIMEXも近くにあり、遺伝資源のバンクにすることも十分可能である。 

宍戸 

JICA は3年間協力する。その後、パラ州で続けて活動が続けられるにはどうするか考えていきたい。皆

さんにも相談していくのでよろしくお願いする。 

岡島 

これから共に活動を支えていきたい。 

 
 
１１月１９日  
 
アマゾン群馬の森 パラ州科学技術環境局長等視察、協議 

MPEG 

・非常に大きな研究、技術開発の可能性を見いだしている。コミュニティーにも近いので活動に取り入

れたいので、泉のある広場に自然の中で学習できる施設を設置して欲しい。 

・ベレン市から４５分、ＭＰＥＧとしては全面的に協力できる。標本をつくる作業が目に見えるようで

ある。標本のコレクションが増えれば、科学の勉強がやりやすくなる。動植物の標本を活用した学習は、

実物を見ながらできるので学習効果が高い。貸し出しについても年間１，７００件もの依頼が来ている。 

SECTAM局長 

・公園の位置は知っていたが初めて視察した。森や施設すべてに興味を持った。ベレン市からこんなに

近い場所に、日系人や群馬県によりアマゾンの自然が保全された森があるのはすばらしいことである。 

・JICA の事業により、森林保全・環境教育の先進的なモデル事業を実施することにより、ベレン市民の

関心が集まる場所になるだろう。 

・様々な樹種が認められており、EMBRAPA やパラ州木材輸出組合（AIMEX）と連携すれば、遺伝資源バン

クを創ることも可能である。 

・アマゾンに係わる展示品も参考になったが、パラ州民が来館することを想定すると、日本や群馬県の

文化も展示すると良いと思う。アマゾンの自然、人間、文化風習と比較し、日本とアマゾンの違いを知

ることは大変重要である。 

JICA 

・JICA、群馬県、パラ州が事業をやる意義は、パラ州民にここを活用してもらうことに他ならない。 

・一方で、誰がどのように実現するのか、３年間のプロジェクト終了後もパラ州民に活用し続けてもら

うにはどうしたらいいのか考えなければならない。この点で何か良いアイディアがあれば相談したい。 

群馬県 

・群馬県としては、パラ州と姉妹交流ができればすばらしいと考えている。県人会が支えてきた森、JICA
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事業を触媒として、アマゾン、日本、そして世界に発信できると考えている。 

SECTAM 

・協力を効果的に進めるためには、①法的、形式的な面の手続きを進めること②お互いの文化に対する

理解を深めること、が重要である。 

・パラ州知事も更なる発展を希望しており、SECTAMは最大の努力をしたいと考えている。 

・森を守り続けてきた在北伯群馬県人会に対し、敬意を表したい。 

在北群馬県人会 

・環境保全は貧困が無くならなければ難しいのが現実である。すべての人間は企業家の精神、働く意欲

が必要であると思う。環境保全と開発、貧困対策が両立できるように考えて欲しい。 

・１月から始まるJICA プロジェクトに群馬の森が選定され、SECTAM、MPEG、EMBRAPA に活用して頂ける

ことは誠に光栄であり、県人会としても最大限の努力をする所存である。 
 

 

NGO持続的開発活動センター（POEMAR） 
群馬県 

群馬の森の発展を考えると、日伯両国での民間、NGOの協力、支えが不可欠である。県としては支援を継

続していきたいと考えているが、将来的は自立できる森にしたいとも考えている。そのためには民間、

NGOとの連携、マネジメントが重要と考えるが、貴団体について情報をいただきたい。 

POEMAR 

・パラ州連邦大学の活動の一つとして始まり、現在は自然環境部に所属する団体である。様々な機関、

企業と協定するために大学ではなく独立した組織を設立した。 

・現在は、椰子繊維を活用したクッションを開発し、ベンツやホンダなどへ自動車部品を出荷している。

年間で約1,840万円の取引である。 

・2001 年には、約150 戸の小農で組織するPOEMAR COOP という農事組合を設立し、小農が銀行から融

資を請ける際の保証業務を行っている。アサイ椰子畑造成などには年利３％の低利融資が可能になった。

各コミュニティーの組合が加盟する形態を採っている。 

・最初の取り組みからは11年が経過しているが、すべて貧困対策を理念として活動を行っている。一番

の活動は、コミュニティーの組織化、要望を聞き、経済的な可能性を探って支援する具体的な方法を検

討することである。 

・資金的には、農家による講習会費用、一部負担もあるが、主にはＥＵ、ブラジル環境局、SECTAM、JICA

などによる寄付、助成が大きい。また、関連団体では 30 人のスタッフ、20 人の臨時職員がいるが、大

学等からの出向職員であるので人件費の負担がない。 

JICA 

本件に関し、何かアドバイスがあるか。 

POEMAR 

・群馬の森は、周辺に住んでいる人々との良好な関係を構築し、不法侵入などを防止すべきである。そ

のためには地域コミュティーと「群馬の森を守る会」を設立してはどうか。 

・地域住民自身の利益にもなることを説くことが大切である。 

・群馬の森で、地域住民を対象にした講習を開催したり、教育活動にも参加してもらったり、地域と共

存するスペースとして開放することが重要である。 
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エミリオゲルジ博物館（MPEG）館長 協議 

JICA 

・本件は、案件形成の最終的な段階を迎えており、M/M署名等の手続きにおいて協力をお願いしたい。 

・プロジェクトの窓口はSECTAMではあるが、環境教育の分野では貴博物館に大きな期待を寄せている。 

・このプロジェクトは環境教育を重視している貴重なプロジェクトである。 

MPEG 

・本プロジェクトに参加することに賛同している。動植物のインベントリー調査などの提案や実施もし

ており、群馬の森を環境教育の一大拠点にしたいと考えている。 

・法的な面で両国の合意、ブラジル国の許可がないと署名ができない。明日の署名は参加したいが、将

来的な問題が発生しないか確認したい。 

JICA 

・明日の署名は、一つ目は、アマゾン群馬の森に関し、JICA プロジェクト期間中の土地、建物及び付帯

施設を適正に使用する覚え書きで、所有者である在北伯群馬県人会との間で署名する。２つ目は、JICA

「東部アマゾン森林保全・環境教育プロジェクト」Minutes of the Meeting（討論覚え書き）である。 

・正式な最終調印となるプロジェクトRecord of Discussions（討議議事録）署名については、今回の署

名したM/M関係の書類に基づきブラジル政府国際協力庁（ABC）の事前チェックと許可を得てから行うの

で、法的な問題は発生しない。 

MPEG 

ピラルクの繁殖が可能な大きな水槽を計画している。年間30万人の入館者がいるので、環境教育に活用

できると思う。 

JICA 

・群馬の森は主に県人会が利用してきたので専任の管理人が不在であるが、これからは広くパラ州民、

ブラジル国民が利用できる開かれた森にしたい。プロジェクトでは、そのために必要な整備を行ってい

くことも検討する。 

・今から３年後のプロジェクト終了後の活用についても考えていかなければならない。プロジェクトの

活動を全て県人会が引き継ぐことは、県人会のボランティアの限界を超えてしまうと考えている。 

・JICAとしても将来的な展望を見据えて、日本の民間団体等に資金提供を働きかけていくつもりである。 

・一方でパラ州からも支援して欲しいと考えている。難しい問題なのですぐに答えは出ないと思うが、

プロジェクトの中で議論していきたい。MPEGとして３年後の関与も検討していただきたい。 

MPEG 

群馬の森での環境教育が成功して、エコツアーなどによる持続性を付与することが大切だろう。MPEG と

しては、森林の生態研究を継続したい。 

群馬県 

衛星地図により位置関係が理解できた。群馬の森を守り、発展させるために群馬県も支援を続けるが、

パラ州政府を始めブラジル関係機関の協力も不可欠である。 

MPEG 

・群馬の森は地域住民と連携し、低所得の人を対象にした活動も実施することが望ましい。博物館の入

館料も出来る限り安くして、貧しい人も入れるように心がけている。私たちも参加して協力したい。 

・まずは、ベレン市周辺を対象にし、周辺ゾーンに対する教育が必要であろう。住民の意識分析も必要

になるだろう。 

群馬県 

県人会のチャレンジ精神があって取り組んできたものであるが、自然環境や森林保全を継続するための

マネジメント能力が必要であり、MPEGの支援をお願いする。 
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１１月２０日 
 
ベレーン総領事表敬（面談者：青柳興政総領事） 

 本案件の背景、経緯について土屋団員より、協議結果について田中団員より、R/D・プロジェクトドキ

ュメント等資料の様式について芳賀支所長より説明を行った。 

 

 
SECTAMとの協議（面談者：SECTAM Paulo Altieri dos Santos） 

 SECTAMとプロジェクト開始までに必要な準備作業について協議を行った。SECTAMに対し、POの詳細計

画案、必要な機材、その他必要経費及び必要な専門家について12月5日（月）までに提示するよう依頼

した。これに対し、パウロ氏は11月26日に3機関で協議の場を設け、検討することを約束した。 
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